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・

事故の調査結果と再発防止対策を報告(関電)

・

「再発防止に係る行動計画」を発表(関電)

・

事故最終報告取りまとめ(国)

・

原子力保全改革検証委員会設置(関電)

・安全協定改定

・

第1回特別な保安検査(～6月17日)(国)

・

再発防止対策の実施計画を発表(関電)

・

原子力事業本部移転(業務開始)

・配管取替等の実施計画書を受理

・

第2回特別な保安検査(～9月16日)(国)

・配管取替計画を了承（町･県）

・取替配管製造時の不適切な取り扱い(刻印打替)

　が判明(三菱重工)

・国が技術基準適合確認のため立入調査(～11日)

・第3回特別な保安検査(～12月16日)(国)

・技術基準適合命令(一時使用停止)を解除(国)

・
町･

県
平
常
時
立
入
調
査(

〜
27
日)(

発
電
所)

・
関
西
電
力
㈱
再
発
防
止
実
施
状
況(

社
長
レ
ビ
ュ
ー)

を
報
告

・
第
4
回
特
別
な
保
安
検
査(

〜
3
月
10
日)(

国)

・
町･

県
平
常
時
立
入
調
査(

原
子
力
事
業
本
部)

・
国
の
事
故
調
査
委
員
会
が
再
発
防
止
活
動
を
評
価

・
町･

県
再
発
防
止
活
動
等
に
係
る
立
入
調
査(

発
電
所)

・
原
子
力
保
全
改
革
検
証
委
員
会
が
再
発
防
止
活
動
を
評
価

・
町･

県
再
発
防
止
活
動
等
に
係
る
立
入
調
査

(

原
子
力
事
業
本
部)

・
美
浜
発
電
所
3
号
機
運
転
再
開
に
係
る
協
議
願
い
を

　

受
理

・
県
原
子
力
安
全
専
門
委
員
会
が
再
発
防
止
活
動
を
評
価

・
町
議
会
原
子
力
発
電
所
特
別
委
員
会
、
町
原
子
力
環
境

　

安
全
監
視
委
員
会
で
再
発
防
止
活
動
を
評
価

・
町
議
会
全
員
協
議
会
で
再
発
防
止
活
動
を
評
価

・
運
転
再
開
を
了
承(

町
・
県)

・
広
瀬
原
子
力
安
全
・
保
安
院
長
に
厳
正
な
検
査
の
実
施

　

等
を
要
請

・
町･

県
平
常
時
立
入
調
査(

〜
28
日)(

発
電
所)

・
試
験
起
動
に
向
け
燃
料
装
荷
を
開
始

・
町･

県
平
常
時
立
入
調
査(

発
電
所)

・
営
業
運
転
開
始
後
30
年
を
前
に
、
今
後
10
年
間
程
度
の

　

運
転
方
針
を
表
明(

関
電)

・
原
子
炉
起
動
〈
試
験
運
転
開
始
〉

　

運
転
再
開
に
係
る
町･

県
立
入
調
査

(

9
月
19
日
、
9
月
21
日
、
10
月
2
日)

・
原
子
炉
停
止
〈
試
験
運
転
終
了
〉

・
停
止
後
、
プ
ラ
ン
ト
全
体
の
健
全
性
確
認
（
〜
19
日
）

・
町･

県(

県
原
子
力
安
全
専
門
委
員
会)

発
電
所
立
入
調
査

・
町･

県
平
常
時
立
入
調
査(

原
子
力
事
業
本
部)

・
町･

県
平
常
時
立
入
調
査(

発
電
所)

・
１
月
10
日
頃
に
本
格
運
転
に
向
け
原
子
炉
起
動
等
を

　

決
定
、
発
表(

関
電)

・
原
子
炉
起
動(

起
動 

午
後
1
時･

臨
界 

午
後
11
時
37
分
）

　

起
動･

発
電
再
開
に
係
る
町･

県
立
入
調
査(

〜
11
日)

・
発
電
開
始
（
調
整
運
転
開
始 

午
後
5
時
59
分
）

・
定
格
熱
出
力
一
定
運
転
に
到
達(

午
前
9
時)

験
運
転
や
そ
の
後
の
プ
ラ
ン
ト
全
体
の
健
全
性

確
認
の
結
果
と
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
し
た
う
え
で
、
1
月
10
日
午

後
に
本
格
運
転
に
向
け
て
3
号
機
の
原
子
炉
を

起
動
さ
せ
ま
し
た
。
翌
11
日
に
は
発
電
を
再
開

し
、
そ
の
後
出
力
を
徐
々
に
上
げ
な
が
ら
調
整

運
転
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
や
県
は
、
昨
年
5
月
26
日
の
運
転
再
開
了

承
時
に
、
再
開
に
あ
た
っ
て
は
慎
重
か
つ
確

実
な
点
検
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
、
そ
の
取
り

組
み
を
節
目
ご
と
に
確
認
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
今
回
の
原
子
炉
起
動
、
発
電
再
開
に
あ

た
っ
て
も
、
県
と
と
も
に
立
入
調
査
を
行
い
、

起
動
操
作
や
発
電
開
始
ま
で
の
点
検
事
項
、
今

後
の
工
程
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
に
は
、
「
新･

国
家
エ
ネ
ル
ギ
ー

戦
略
」
や
「
原
子
力
立
国
計
画
」
が
国
策
と
し

て
示
さ
れ
、
原
子
力
を
推
進
し
て
い
く
確
固
た

る
姿
勢
を
明
確
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
世
界

的
に
も
地
球
温
暖
化
や
石
油
価
格
の
高
騰
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
確
保
な
ど
の
問
題
を
背
景
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
こ
れ
ら
の
問
題
を
解

決
す
る
策
と
し
て
原
子
力
発
電
の
有
効
性
や
有

用
性
が
再
認
識
さ
れ
、
原
子
力
へ
の
回
帰
が
始

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
原
子
力
発
電
へ
の
期
待
が
ま
す

ま
す
高
ま
り
つ
つ
あ
る
中
に
あ
っ
て
、
1
月

10
日
に
3
号
機
が
運
転
再
開
に
向
か
っ
て
起
動

さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
2
年
半
を
振
り
返
っ
て

み
た
と
き
に
、
私
を
始
め
と
し
て
多
く
の
方
に

と
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

関
西
電
力
㈱
に
あ
っ
て
は
、
事
故
の
教
訓
を

決
し
て
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
安
全
を
最
優

先
と
す
る
再
発
防
止
対
策
の
取
り
組
み
を
社
是

と
し
て
事
業
運
営
に
取
り
組
み
、
確
固
た
る
安

全
文
化
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
電
力
事
業
者

と
し
て
安
定
し
た
電
力
の
供
給
な
ど
、
課
せ
ら

れ
た
使
命
や
責
務
を
確
実
に
果
た
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
状

況
が
続
く
こ
と
に
よ
り
、
電
力
事
業
者
は
勿
論

の
こ
と
多
く
の
産
業
界
か
ら
も
「
安
全
文
化
」

は
美
浜
発
電
所
に
学
べ
と
い
わ
れ
る
よ
う
「
安

全
文
化
発
祥
の
地
」
と
な
る
こ
と
が
、
原
子
力

と
の
共
生
を
目
指
し
て
き
た
美
浜
町
に
と
っ

て
、
原
子
力
発
電
所
の
存
在
が
町
の
誇
り
と
し

て
実
感
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
町
民
の
皆
様
に
は
「
あ
っ
て
良
か
っ

た
」
「
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
原
子
力
発
電
所
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
町
と
し
て
は
、
今
後
と
も
県
と

協
力
し
な
が
ら
、
安
全
を
最
優
先
と
し
た
発
電

所
の
運
営
が
永
続
的
に
守
ら
れ
る
よ
う
監
視

と
確
認
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
国
に
対
し
て
は
、
立
地
地
域
住
民
や

国
民
全
体
が
信
頼
し
安
全
で
安
心
で
き
る
原
子

力
発
電
所
の
運
営
が
な
さ
れ
て
い
く
よ
う
、
引

き
続
き
厳
正
で
厳
格
な
検
査
や
確
認
の
実
施
と

安
全
規
制
体
制
や
制
度
の
拡
充
な
ど
を
常
に
図

る
と
と
も
に
、
国
が
先
頭
に
立
っ
て
学
校
教
育

を
含
む
積
極
的
な
理
解
活
動
の
展
開
を
一
層

図
っ
て
い
く
こ
と
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
町
の
原
子
力
行
政
に
つ

い
て
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
率
直

な
ご
意
見
や
ご
提
言
を
賜
り
ま
す
れ
ば
幸
い
で

す
。

1
月
26
日

2
月
15
日

2
月
20
日

3
月
16
日

3
月
28
日

4
月
12
日

4
月
18
日

4
月
27
日

5
月
10
日

5
月
11
日

5
月
15
日

5
月
16
日

5
月
26
日

5
月
30
日

6
月
27
日

7
月
29
日

8
月
24
日

9
月
8
日

9
月
21
日

10
月
3
日

10
月
4
日

10
月
16
日

11
月
2
日

11
月
10
日

12
月
21
日

1
月
10
日

1
月
11
日

1
月
16
日

平
成
19
年
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

月
々
の
保
険
料
を
口
座
振
替
の『
早

割
』（
当
月
保
険
料
の
当
月
末
引
落
し
）

で
納
付
す
る
と
月
額
50
円
の
割
引
と
な

り
ま
す
。こ
の
割
引
は
、口
座
振
替
で
納

付
し
た
場
合
の
み
で
す
。

　

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
、口
座

を
お
持
ち
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
ま
た

は
社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口
で
手
続
を

行
っ
て
い
た
だ
く
か
、必
要
事
項
等
を
記

入
し
た
申
し
込
み
用
紙
を
郵
送
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
手
続
に
必
要
な
も
の

・
基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

（
年
金
手
帳
や
納
付
書
等
）

・
金
融
機
関
等
の
届
出
印

・
金
融
機
関
等
の
名
称
・
口
座
番
号
が

確
認
で
き
る
も
の（
預
貯
金
通
帳
）

●
申
し
込
み
期
限

〈
早
割
の
口
座
振
替
の
場
合
〉

　

希
望
す
る
月
分
の
前
月
末
ま
で
に
社

会
保
険
事
務
所
で
手
続
が
完
了
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

（
例
）3
月
分
か
ら
希
望↑

2
月
末

〈
通
常
の
口
座
振
替
の
場
合
〉

　

希
望
す
る
月
分
の
当
月
末
ま
で
に
社

会
保
険
事
務
所
で
手
続
が
完
了
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

（
例
）3
月
分
か
ら
希
望

←

3
月
末

※
1
年
分
ま
た
は
6
か
月
分
の
保
険
料

を
ま
と
め
て
前
払
い
す
る
場
合
は
さ
ら

に
お
得
で
す
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
口
座
振
替
で
前
納

す
る
場
合
は
、3
月
末
ま
で
に
社
会
保

険
事
務
所
で
手
続
が
完
了
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、お
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
井
社
会
保
険
事
務
局
敦
賀
事
務
所

　

☎
23‐

９
９
０
２

　

町
住
民
生
活
課
（
担
当
・
津
原
）

☎
32‐

６
７
０
３

年
金

ニ
ュ
ー
ス

年
金

ニ
ュ
ー
ス

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

　
　
　

口
座
振
替
の
『
早
割
』
が
お
得
で
す
！

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

　
　
　

口
座
振
替
の
『
早
割
』
が
お
得
で
す
！

平成18年度生涯学習講座ふるさとよもやま話

・日時　2月10日(土)
　　　   午前10時～午後4時30分

※お問い合わせ先　町教育委員会事務局 文化財保護･町誌編纂室(担当･松葉)　☎32‐0027

町
職
員
の
終
業
時
間
の
変
更

　

町
で
は
、
国
に
準
じ
て
職
員
の
休
憩
時

間
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
4
月
1
日

か
ら
終
業
時
間
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
町
役
場
の
終
業

時
間
も
変
更
し
ま
す
。

〈
現
行
終
業
時
間
〉    

午
後
5
時
15
分

　
　
　
　
　

 

（
15
分
延
長
）

↑

〈
4
月
1
日
か
ら
の
終
業
時
間
〉

午
後
5
時
30
分

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課
（
担
当
・
渡
辺
）

☎
32
‐
６
７
０
０

歴史シンポジウム「古代銭貨の謎に迫る ～古代若狭の銭とマツリ～」

・内容
　 講演Ⅰ「古代銭貨と古代北陸道」
　 報告Ⅰ「若狭･越前の古代銭貨と出土遺跡」
　 講演Ⅱ「古代銭貨と律令社会の人々」
　 報告Ⅱ「興道寺廃寺第8次調査と出土銭貨」
　 講演Ⅲ「律令国家の祭祀と銭貨」
　 シンポジウム「古代銭貨の謎に迫る ～古代若狭の銭とマツリ～」

(興道寺廃寺出土銭貨)

・会場　中央公民館　ホール
〈入場無料〉
それぞれの講演･報告･シンポジウムは興味を
お持ちの部分のみ参加することもできます。
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投票時間

午前７時～午後８時
※第７投票所（菅浜 海の暮らし館）
　と第８投票所（丹生保育所）の
　投票時間は午前７時～午後７時

期日前投票

※お問い合わせ先　美浜町選挙管理委員会〈町総務課内〉（担当：島田）☎32‐6700

　投票日に仕事やレジャーなどで投票に行け
ない方は、期日前投票ができますので、下記
までお越しください。
●期間　２月２１日（水）～２月２４日（土）
　　　　　（午前８時３０分～午後８時）

●会場　 美浜町役場 １階　 期日前投票所

みんなで投票。みんなで参加。
あなたの一票大切に

･選 挙 す べ き 人 員   1人
･選挙を行うべき事由　任期満了による
               （平成１９年３月６日満了）

立候補予定者説明会
日時：２月１日（木）午後１時３０分から
会場：町役場　2階 会議室

美浜町長選挙美浜町長選挙
告示日　２月２０日 (火)
投票日　２月２５日 (日)

●政治家の寄付の禁止
政治家は、寄付をすると処罰されます。

●政治家に対する寄付の勧誘･要求の禁止
有権者が脅迫して、あるいは政治家をおとしい
れる目的で寄付を求めると処罰されます。

●政治家の関係団体の寄付の禁止
政治家が役職員や構成員である団体が、政治家
の名を表示して選挙に関し寄付をすると処罰さ
れます。

●後援団体の寄付の禁止
後援団体が、花輪、香典、祝儀などを出すと
処罰されます。

●年賀状等のあいさつ状の禁止
政治家は、年賀状等のあいさつ状を出すこと
が禁じられます。

●あいさつを目的とする有料広告の禁止
政治家や後援団体が、有料のあいさつ広告を
出すと処罰されます。

みんなで
　徹底しよう！
　「三ない運動」

みんなで
　徹底しよう！
　「三ない運動」

※お問い合わせ先　美浜町選挙管理委員会〈町総務課内〉（担当：島田）☎32‐6700

〈※政治家とは…選挙候補者、候補者になろうとする者、現に公職にある者〉
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火
葬
の
副
葬
品
に

つ
い
て
の
お
願
い　

　

町
営
火
葬
場
で
火
葬
さ
れ
る
際
に
、

ご
遺
体
と
一
緒
に
棺
に
入
れ
る
副
葬
品

に
つ
い
て
は
、
燃
焼
に
よ
り
焼
骨
へ
の

付
着
や
爆
発
等
の
原
因
と
な
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

副
葬
品
を
入
れ
る
場
合
に
は
、
次
の

こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

副
葬
品
が
原
因
で
火
葬
炉
等
に
故
障

が
生
じ
た
場
合
は
、
修
理
費
用
を
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
棺
に
入
れ
ら
れ
な
い
物

〈
焼
骨
に
黒
く
付
着
す
る
物
〉

ビ
ニ
ー
ル
製
品(

靴
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク

等
）
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品(

お
も
ち
ゃ

等
）
ガ
ラ
ス
製
品(

食
器
類
）、
ゴ
ム
製
品
、

硬
貨

飼
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
接
種
の
お
願
い　

　

昨
年
、
日
本
人
が
海
外
の
狂
犬
病
流

行
国
で
犬
に
咬
ま
れ
、
帰
国
後
に
狂
犬

病
を
発
症
し
、
死
亡
し
た
事
例
が
36
年

ぶ
り
に
発
生
し
ま
し
た
。

　

狂
犬
病
は
、
1
度
発
症
す
れ
ば
致
死

率
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
と
い
わ
れ
る
恐
ろ

し
い
病
気
で
す
。

　

飼
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は

飼
い
主
の
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
飼
犬
の
登
録
に
つ
い
て

　

犬
の
所
有
者
は
、
品
種
、
室
内
飼
い

な
ど
の
区
別
な
く
、
犬
を
取
得
し
た
日

か
ら
30
日
以
内(

生
後
90
日
以
内
の
場

合
は
、
生
後
90
日
を
経
過
し
た
日
か
ら

30
日
以
内)

に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
登
録
は
町
住
民
生
活
課
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
飼
犬
が
死
亡
し
た
と
き
や
、

転
入･

転
出
す
る
場
合
は
、
必
ず
町
住
民

生
活
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

　

犬
の
所
有
者
は
、
飼
犬
に
1
年
に
1

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
必
ず
受
け
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

予
防
注
射
は
、
動
物
病
院
で
随
時
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
町
で

も
集
合
予
防
注
射
の
実
施
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

注
射
済
票
の
交
付
は
、
町
住
民
生
活

課
で
行
っ
て
い
ま
す
。
交
付
の
際
は
、

〈
火
葬
炉
内
で
爆
発
し

設
備
の
故
障
の
原
因
と
な
る
物
〉

缶
類(

缶
ビ
ー
ル
、
缶
ジ
ュ
ー
ス
、
ス

プ
レ
ー
缶
等
）、ビ
ン
類
（
ワ
ン
カ
ッ
プ
、

化
粧
品
ビ
ン
等
）、
金
属
製
品
（
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク

等
）、
電
気
製
品
、
補
聴
器
、
時
計
、
電

池
、
カ
ー
ボ
ン
製
品
（
釣
り
ざ
お
、
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
等
）

〈
有
毒
ガ
ス
、悪
臭
の
発
生
源
と
な
る
物
〉

化
学
合
成
繊
維
製
品(

衣
類
、
寝
具
、

敷
物
等
）

●
そ
の
他

　

ご
遺
体
が
心
臓
病
等
に
よ
り
体
内
に

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
等
を
装
着
し
て
い
る

場
合
は
、
必
ず
事
前
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課
（
担
当
・
片
山
）

☎
32
‐
６
７
０
３

日　時　2月21日(水)　午後1時30分～午後4時30分
会　場　パレア若狭(若狭町市場)
内　容　〈基調講演〉「いま求められる若狭地域づくり戦略」
　　　　　講師：南保 勝氏(福井県立大学地域経済研究所助教授)
　　　　〈シンポジウム〉「若狭の活性化について」
　　　　　コーディネーター：南保 勝氏、坂田 守正氏(デザイン文化科学研究所所長)
　　　　　パネラー：若狭に根付いて先進的な取り組みをしている5人
　　　　（本町からは、わいわい楽舎代表・藤本 悟氏(新庄)がパネラーとして参加されます）

※お問い合わせ先　町企画課（担当:伊藤）☎32‐6701

主催：経済産業省 近畿経済産業局地域活性化戦略フォーラムin若狭地域活性化戦略フォーラムin若狭

注
射
済
証
明
書(

注
射
を
受
け
た
病
院

で
も
ら
え
ま
す)

を
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課
（
担
当
・
武
田
）

☎
32
‐
６
７
０
３
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町
環
境
基
本
計
画
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
　
　

手
続
き
の
実
施　

　

町
で
は
、
今
年
3
月
に
策
定
を
予
定

し
て
い
る
「
美
浜
町
環
境
基
本
計
画
」

の
計
画
内
容
に
町
民
や
事
業
者
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
次

の
と
お
り
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

き
を
行
い
ま
す
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は
…

　
　

行
政
機
関
が
実
施
し
よ
う
と
す
る

　

政
策
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
素
案

　

を
公
表
し
て
住
民
な
ど
か
ら
意
見
を

　

募
り
、
そ
れ
を
意
思
決
定
に
反
映
さ

　

せ
る
制
度
で
す
。

●
実
施
期
間

　

2
月
9
日(

金)

〜
23
日(

金)

●
計
画
案
の
公
表
場
所

・
町
役
場 

住
民
生
活
課(

閉
庁
日
を
除
く
）

・
中
央
公
民
館(

閉
館
日
を
除
く)

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
ご
意
見
の
提
出
方
法

・
町
住
民
生
活
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

　

〒
９
１
９
‐
１
１
９
２

　

美
浜
町
郷
市
25
‐
25　

　

美
浜
町
役
場　

住
民
生
活
課

・
フ
ァ
ッ
ク
ス　

32
‐
５
８
８
５

・
電
子
メ
ー
ル

　

jyu
u
m
in
seikatsu

@
to
w
n
.

fu
ku
i-m
ih
am
a.lg.jp

●
そ
の
他

　

意
見
提
出
の
際
に
は
、
住
所
及
び
氏

名
を
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
の
場
合
は
、

妊
産
婦
無
料
歯
科
健
診

　

県
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
妊
娠･

産
後
の
方
の
口
や
歯
の

健
康
を
守
る
た
め
に
無
料
歯
科
健
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

●
対
象

　

県
内
在
住
の
妊
産
婦
の
方

（
産
後
の
方
は
、
昨
年
4
月
以
降
に
出
産  

 

さ
れ
た
方
の
み
で
す
）

●
健
診
実
施
機
関

　

県
歯
科
医
師
会
指
定
の
歯
科
医
院

●
実
施
内
容

　

歯
科
検
診
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト

●
実
施
期
間

　

平
成
19
年
3
月
31
日(

土)

ま
で

●
そ
の
他

・
健
診
が
受
け
ら
れ
る
歯
科
医
院
は
、

　

直
接
歯
科
医
院
に
お
尋
ね
い
た
だ
く
か
、

　

は
あ
と
ぴ
あ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

・
お
申
し
込
み
の
際
に
は
、「
妊
産
婦
歯

　

科
健
診
の
予
約
で
す
」
と
お
伝
え
く

　

だ
さ
い
。

・
受
診
の
際
に
、
母
子
手
帳
を
持
参
し

　

受
付
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

は
あ
と
ぴ
あ
（
担
当
・
山
口
）

☎
32
‐
３
１
１
１

風
力
発
電
事
業

「
環
境
影
響
評
価
方
法
書
」

の
縦
覧　

　

新
庄
地
区
に
お
い
て
計
画
さ
れ
て
い

る
風
力
発
電
事
業
に
関
し
て
、
環
境
影

響
評
価
を
行
う
た
め
の
調
査
手
法
を
記

載
し
た
「
環
境
影
響
評
価
方
法
書
」
の

縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
対
象
事
業

・(
仮
称)

Ｃ
Ｅ
Ｆ
美
浜
新
庄

ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
事
業

・(

仮
称)
Ｃ
Ｅ
Ｆ
雲
谷
山

ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
事
業

●
事
業
者

　

ク
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
㈱

(

本
社
・
北
海
道
根
室
市)

●
縦
覧
場
所

　

町
役
場 

企
画
課

●
縦
覧
期
間
（
閉
庁
日
を
除
く
）

　

2
月
1
日(

木)

〜
2
月
28
日(

水)

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

※
お
問
い
合
わ
せ
先

・
ク
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
支
社

☎
03
‐
３
２
６
２
‐
３
７
８
０

・
町
企
画
課(

担
当
・
川
崎)

☎
32
‐
６
７
０
１

主
な
事
務
所
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代

表
者
の
氏
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課
（
担
当
・
平
城
）

☎
32
‐
６
７
０
３

第8回美浜町花づくり講習会第8回美浜町花づくり講習会 　町では、町民の皆さんの花づくりへの関心を高め、
花いっぱいのまちづくりをめざして、花づくり講習会
を開催します。日　時　3月10日(土)　午前10時～正午

会　場　福井県園芸試験場(美浜町久々子)
内　容　「楽しい花づくり」講義と実習
　　　　　講師：東 英子氏(福井県園芸試験場 花き研究グループ 主任研究員)
受講料　1,000円(実習材料代・講習会当日ご持参ください)　
対　象　町内在住の方　　定　員　50人(先着順)
申込受付期間　2月5日(月)～2月20日(火)　定員になり次第締め切ります

※お申し込み・問い合わせ先　町企画課（担当:田辺）☎32－6701
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一人ひとりの電車利用が、
　小浜線を支える大きな力になります。
人にも 環境にも やさしい電車、
　私たちの地域を結ぶ電車を利用しましょう。

　ＪＲ小浜線を利用する8人以上の団体旅行や乗車回数券の
購入に対して助成制度があります。
　詳しくは、下記までお問い合わせください。
※お問い合わせ先　町商工観光課(担当･山下) ☎32‐6705

「みんなが小浜線応援団」「みんなが小浜線応援団」「みんなが小浜線応援団」

 

レ
イ
ク
の
丘

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
便
り

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
昨
年
よ
り
は
や
や
勢
い
が
衰

え
て
き
た
も
の
の
依
然
と
し
て
注
意
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
人
の
小
腸
で
増
殖
し
、
急
性

胃
腸
炎
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
潜
伏
期(

感
染
し

て
か
ら
発
症
す
る
ま
で
の
期
間)
は
１
〜
２
日
と

言
わ
れ
て
お
り
、
症
状
自
体
は
一
般
に
は
嘔
気
、

嘔
吐
、
下
痢
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
ま
れ
に
重
症

化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
は
症
状
が
改
善
し
た
方
の
便

中
に
３
〜
７
日
程
度
含
ま
れ
る
た
め
、
い
わ
ゆ

る
「
２
次
感
染
」
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

発
病
し
た
方
の
吐
物
や
便
を
処
理
す
る
際
に
感
染

す
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。
加
熱
し
た
食
品
で

あ
れ
ば
、
ウ
イ
ル
ス
は
完
全
に
効
力
を
失
っ
て
し
ま

う
た
め
、
ま
ず
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
食
材
を
加

熱
調
理
せ
ず
に
用
い
る
場
合
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
効

果
の
あ
る
薬
剤
は
な
く
、
整
腸
剤
や
鎮
痛
剤
の
投

与
に
よ
る
対
症
療
法
が
主
体
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
何
よ
り
も
予
防
が
第
一
で
す
。
日
頃

か
ら
食
事
前
や
ト
イ
レ
の
後
に
は
石
鹸
で
手
洗
い

を
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
２
次
感
染
に
対

す
る
予
防
と
し
て
は
吐
物
、
糞
便
で
汚
れ
た
衣
類

を
片
付
け
る
際
は
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、
マ
ス
ク
を
使

用
し
、
洗
濯
の
際
に
は
、
他
の
衣
類
と
分
け
て
洗
っ

て
く
だ
さ
い
。
ご
心
配
な
点
が
あ
れ
ば
、
最
寄
り

の
医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
医
局
長　

奥
谷　

剛
〉

【
お
知
ら
せ
】

　

2
月
か
ら
小
児
科
の
火
曜
日･

午
後
の
診
療
は
、

乳
児
検
診
と
予
防
接
種
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院 

☎
45
‐ 

１
１
３
１

佐
竹
良
三
郎
奨
学
育
英
資
金

　

佐
竹
良
三
郎
奨
学
育
英
資
金
（
奨
学

金
）
は
、
平
成
14
年
9
月
に(

故)

佐
竹
良
三
郎
氏
の
ご
厚
志
に
よ
り
創
設

さ
れ
、
大
学
生
に
学
資
を
貸
し
出
す
も

の
で
す
。

　

奨
学
金
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
し

込
み
条
件
、
返
還
方
法
等
を
お
問
い
合

わ
せ
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
出
願
資
格

　

町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
の
子

弟
で
、
大
学(

短
大
・
大
学
院
を
除
く)

に
在
籍
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
入
学
見

込
み
の
方
の
う
ち
、
特
に
優
れ
た
資
質

を
有
し
な
が
ら
、
経
済
的
理
由
に
よ
り

著
し
く
修
学
困
難
な
方

●
貸
付
金
額

　

月
額 

４
０
，０
０
０
円
以
内(

無
利
子)

●
募
集
人
員

　

７
人
ま
で
（
採
用
に
つ
い
て
は
町
教

育
委
員
会
で
選
考
し
ま
す
）

●
貸
付
期
間

　

採
用
さ
れ
た
年
の
４
月
か
ら
卒
業
す

る
ま
で
の
標
準
修
業
年
限

●
出
願
期
限

　

平
成
19
年
4
月
12
日
（
木
）
ま
で
に

申
請
書
等
を
町
教
育
委
員
会
事
務
局
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
事
務
局(

担
当
・
山
下)

☎
32
‐
６
７
０
９

大
学
等
就
職
説
明
会

　

敦
賀
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
多
く

の
学
生
の
方
に
地
元
企
業
に
就
職
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
就
職
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時

　

2
月
17
日(

土)

午
後
1
時
30
分
〜

●
会
場　

プ
ラ
ザ
萬
象

　
（
敦
賀
市
東
洋
町
1
‐
1
）

●
対
象

　

平
成
20
年
3
月
卒
業
予
定
の
大
学
、

短
大
、
高
専
、
専
門
学
生
、
一
般
U
タ
ー

ン
希
望
者 

等

●
参
加
企
業

　

美
浜
町･

敦
賀
市･

若
狭
町
の
企
業

35
社
（
予
定
）

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
敦
賀☎

22
‐
４
２
２
０
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種　　別 平成１７年度
搬入量(トン)

缶類 78.87

ビン類 127.40

ペットボトル･トレイ 23.34

蛍光灯･瓦等 12.27

不燃ごみ 472.80

不燃粗大ごみ 185.62

搬入量合計 900.30

種　　別 平成１７年度
搬出量(トン)

圧縮成形缶(スチール･アルミ) 98.17

圧縮成形金属(鉄･アルミ･銅等) 220.91

ビン類(無色･茶色･その他) 139.55

圧縮成形ペットボトル･トレイ 28.50

古紙･布･ダンボール 178.53

その他(蛍光灯･瓦等) 42.37

搬出量合計 708.03

生
ご
み
分
別
収
集
の
お
願
い

　

平
成
18
年
4
月
以
降
、
収
集
で
35
ト

ン
、
直
接
搬
入
で
6
ト
ン
の
計
41
ト
ン

の
生
ご
み
が
エ
コ
ク
ル
美
方
に
搬
入
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

9
月
ま
で
は
生
ご
み
の
収
集
量
も
減

少
し
て
い
ま
し
た
が
、
10
月
か
ら
は
増

加
し
て
い
ま
す
（
別
図
参
照
）
生
ご
み

を
分
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
可
燃
ご
み

の
削
減
と
堆
肥
に
再
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
生
ご
み
の
分
別
収
集
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

エ
コ
ク
ル
美
方
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
の
資
源
化
の
状
況

　

エ
コ
ク
ル
美
方
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

に
持
ち
込
ま
れ
た
不
燃
ご
み
は
、
職
員

の
手
に
よ
っ
て
資
源
化
物
と
ご
み
に
選

別
し
ま
す
。
選
別
さ
れ
た
金
属
屑
等
の

資
源
化
物
は
有
償
で
業
者
に
引
き
渡
さ

れ
、
平
成
17
年
度
に
お
い
て
は
約
１
，

１
０
０
万
円
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

家
庭
か
ら
出
た
と
き
は「
ご
み
」で
す
が
、

エ
コ
ク
ル
美
方
で
「
資
源
化
物
」
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
今
ま
で
以
上
に
ご
み
の
分

別
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

美
浜･

三
方
環
境
衛
生
組
合

☎
32
‐
０
３
１
１

●
生
ご
み
分
別
に
関
す
る
注
意
事
項

・
生
ご
み
は
レ
ジ
袋
等
に
入
れ
ず
に
、

　

直
接
生
ご
み
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
し
っ
か
り
水
切
り
し
て
く
だ
さ
い
。

・
生
ご
み
袋
に
は
生
ご
み
し
か
入
れ
な

　

い
で
く
だ
さ
い
。

●
生
ご
み
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
11
月
か
ら
生
ご
み
袋
1
袋

購
入
に
つ
き
ス
タ
ン
プ
を
1
個
押
し
、

5
個
ス
タ
ン
プ
が
た
ま
る
と
生
ご
み
袋

1
袋
（
10
枚
入
り
）
と
無
料
交
換
で
き

る
「
生
ご
み
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
12
月
末
現
在
で
２
４
１
人

（
小
袋
２
２
９
人
、
大
袋
12
人
）
の
方
が

交
換
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
生
ご
み
堆
肥
の
状
況

　

平
成
16
年
12
月
か
ら
開
始
し
た
生
ご

み
分
別
に
よ
り
、
両
町
（
美
浜
・
若
狭

町
三
方
地
域
）
で
３
７
０
ト
ン
の
生
ご

み
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
堆
肥
の

原
料
と
し
て
再
利
用
し
、
今
ま
で
に
82

ト
ン
の
生
ご
み
堆
肥
が
作
ら
れ
て
い
ま

す
。（
※
堆
肥
に
な
る
と
量
が
減
少
し
ま

す
）

●
ご
み
の
分
別
等
に
関
す
る
研
修
会

　

集
落
や
団
体
で
ご
み
の
分
別
等
に
関

す
る
研
修
会
を
開
催
さ
れ
る
場
合
は
、

町
住
民
生
活
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ご
要
望
に
応
じ
て
職
員
が
説
明
に
お

伺
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課
（
担
当
・
片
山
）

☎
32
‐
６
７
０
３
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月

▼リサイクルプラザに搬入された不燃ごみの量

〈生ごみ収集量の推移〉
　平成17年～18年

エコクル美方(若狭町向笠)

▼リサイクルプラザで選別され
　　　　　搬出された資源化物の量
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火災のない町をめざして

美浜消防団出初式美浜消防団出初式

悪しきを払う矢、幸を招く矢を射る

早瀬 浜祭り早瀬 浜祭り

１
月
８
日
に
、
美
浜
消
防
団
出
初

式
が
美
浜
消
防
署
等
で
行
わ
れ
ま
し

た
。式

で
は
、
初
め
に
耳
川
河
川
敷
で
一

斉
放
水
が
行
わ
れ
、
全
分
団
の
14
台
の

消
防
車
に
よ
り
耳
川
に
向
か
っ
て
色
と

り
ど
り
の
水
が
放
水
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
消
防
団
や
防
犯
隊
に
よ

る
分
列
行
進
が
行
わ
れ
、
制
服
姿
の

１
４
２
人
の
団
員
ら
が
消
防
車
を
従

え
、
町
役
場
横
の
道
路
を
行
進
し
ま
し

た
。行

進
後
の
観
閲
式
で
は
、
山
口
町
長

が
「
昨
年
は
8
件
の
火
災
が
発
生
し
た

が
、
皆
さ
ん
の
迅
速
な
対
応
の
お
か
げ

で
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
火
災
の

な
い
町
を
め
ざ
し
て
、
今
年
も
消
防
活

動
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
団
員
ら
は
、
気
持
ち
を
引
き

締
め
て
い
ま
し
た
。

1
月
3
日
に
、
早
瀬
区
で
町
無
形
民
俗

文
化
財
の「
浜
祭
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
1
年
間
、
宮
役
を
務
め
た

代ほ

お

り

祝
子
の
北
村
晋
さ
ん
が
狩か

り
ぎ
ぬ衣･

烏え

ぼ

し

帽
子

姿
で
神
社
か
ら
浜
へ
下
が
り
、
海
に
向

か
っ
て
災
い
を
払
う
「
悪
魔
矢
」
を
1

本
、
区
内
に
向
か
っ
て
無
病
息
災
、
繁
栄

を
願
う「
祝
い
矢
」を
2
本
放
ち
ま
し
た
。

矢
は
弧
を
描
い
て
遠
く
ま
で
飛
び
、
観

衆
か
ら
は
大
き
な
歓
声
や
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

続
い
て
、豊
漁
を
祈
願
す
る
「
堂
の
講
」

が
同
区
の
「
沖
の
堂
」
で
行
わ
れ
、
堂
内
を

魚
の
名
前
を
歌
い
上
げ
な
が
ら
歩
き
回
る

神
事
が
営
ま
れ
ま
し
た
。


